
コメント；
政治的なクリスチャンってどんな人だろうという興味で出席しました。
講演後の質疑応答で、5.(1)の「徴兵制・徴用制の合憲化」に関して「徴兵制に
はならない。これは世界的な傾向だ。なぜなら現代の戦争は科学技術が基に
なっているので十分な訓練を積んだ専門家でなければ戦闘行為をできなくなっ
ている。大東亜戦争の時の様に素人を数カ月教育して鉄砲を持たせて戦うもの
ではなくなっている。例えばアフガンのゲリラを掃討するのは米国本土にいる
兵隊がＴＶ画面を見ながら行っているし、ロボット等を使う無人化が進んでい
る。更に主戦場はサイバー空間や宇宙に移った。また、米国はベトナム戦争の
ころから経済制裁が火器を使った戦争より効果的なことを学習して来ているの
で、今問題になっている北朝鮮や中国に対しても戦闘は起こらないだろう。」
と述べました。これに対して講演者からは明確な反論はありませんでした。

観念論が多く勉強していないなという感じでしたね。形而上学を捏ね繰り回す
宗教者が政治的主題を扱う場合十分な用心が必要でしょう。なぜなら政治は現
実問題を最適処理するものであって特定の立場を擁護する観念から発生するも
のではないからです。

講演者の口から「小沢一郎」の名前が出た時「中国」の名前が出ないことに気
付き、講演者の立場を理解したと思いました。宗教活動を遥かに逸脱している
と感じました。NHK番組「静かなる侵略 ～中国移民に揺れるオーストラリア
～」（ https://www.youtube.com/watch?v=1M65PJDTfOM&t=3s） を併せてご覧になること
をお薦めします。

以下の資料は会場で配布されたものです。本サイトへの掲載は講演者の了解を
得てあります。

https://www.youtube.com/watch?v=1M65PJDTfOM&t=3s





























